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東亜天文協會

★流星課だより　（101）　　　　　　　課長　小揖孝二郎

　四月に：は琴座流星群が見られる．本年は極大の頃が満月に當る爲，観測に不

適當であるが，著名な流星群であるから是非注意されたい．輻射黒眉は極大たる

22～23日の頃ではα＝274。，δ　＝＝　十330であるが，出現期間中，東：方へ移動をする．

又，・此の月には，一ケ月を通じて暴々乙女座（α＝210。δ　＝・　一IO。）から放射す

る火球がある．月末には龍座δ流星群（α＝2910δミ＋59。）が豫想される．猫

ほ月末から翌五月にかけて水瓶座？1）流星群が活動する．

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　本年初頭の四分儀流星群は，天候に鍋されて，充分なる成績を塁げ得なかっ

た．吉井，川人の爾画幅筆者’の結果を下を示す．
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　吉井氏の4日朝に於ける同流星群の一時間4均数（修正値）は36個日なる．

　二月1～3日頃に出現を豫想されたハセル・岡林彗星に關回する蛇遺ひ座流星

群は，筆者のところでば．天氣悪の爲，全く槻・測不能であった．

　往年流星課の主要なメンバーとして多大の活躍をされた流下英之助氏は去＿

刀末に逝去された．何としても惜しい事である．観測は近年止めてゐられだが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
後葦の指導に随分骨を折られてみた、（tg4⊂）一2－4瓢の

☆太陽課（194怖UD
　報告奢　　13名

　今月は意外に報告者が少なかった・阿部・南・大石3氏の御奮闘は良く可能

槻測日をとらへ，阿部氏の如き無訣測である．叉，今月より岡林氏を迎える

　餅も沓掛，阿部氏より各黒黙の緯度報告，又，引田，堀田，阿部，津留諸

氏より大黒黒占の詳細スケッチの報告を受けた編輯の郁合によP，1月分報告

より稚々短くしますが，何とぞ御諒承下さい．
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黒騨相封数報告（1940年1月）
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太陽課宛て，翌月5日までに當着するすう御報告訴さい．

★月面課だより（1）一・一一一Stevinus山の色相下船　臆f課長伊逓英太魅

椰に胴課がWi，i“kL　？．s　itして際・荒紙が脳の課長でしたが，ここ数矧ξ・活動され

ませんでしたが・今関砥が藷脹を雛の徽・鵬灘面をやってみるからと云・S・Filtii

で適常な入の有ります迄と云ふ條件付きで・甲州が月面四々長の責任を當分の間綴承する

こととなりました・願はくば，會負諸先輩の御鞭健をVJ．て・就任期間中，無事譲長としで

の仕∫拝を遂行されて頂き遇いと，．冷め願っておきます．

　　　　　　　　　　　　　Stevinus山の二化

　月面観測につき，一通りの要領を記し幽いと思ってゐますが，原稿〆切後の

事とて，時間的に，又，スペースに，飴裕が無く，との鮎に開しては亥號に隷

平するとして，先づ今回，京都府立一中天：文氣象同好會で偶然爲されたStevi、

nus山の色相攣化の親測につv・て記し度いと眉、ひます．

　いつれ：次の機會に詳述しますが，月面火口中には，これ迄の諸外経の槻測家

によって色相と形状に攣化を來すものがある事は，ブレテン第289號に，かっ

て焚表されましたが，その中Stevinus山（月面西南部，　Petavius山の南東方）

の火・内部が・日出前赤く輝く…’と云ふ色相礎化を・上言替京都一中天文氣

象同好會の會員の一人が，去る昭和14年11月14日17時40分に見出され・同郷で

確認され，同義遊星面課長　樋上敏一氏（今回の火星観測を途行せる本會々員）

より報告がありました．報告書によると………

　14年11月14日17時40分頃（月齢3日）・天文氣象同好命知計永井君よP“月面

鯉饒の海の南方に下る一火口が，その近接の一火口に比し悲干赤味を帯びてみ

る様に思ふ故，棚測を望む”との電話あり，直ちに槻測せんとせしも，西天、

面に掩はれ・月の槻測不能の爲・當夜は不能・翌夜これを確認・翌々夜槻測し

たが，止ヒの時には，すでに當該火口は隣接火口と色相上攣化は認められなヵ、つ

たとの報告で，これを詳下するど…・…・

　三夜Seeingは6～8で，永井君のは使用器械は10糎反射経緯毫，半川による

と・赤味を帯びたと云ふのはStevinus火口で・比較したのはSnellius火口と

確認し，中澤，坂内の爾君にも通知した．

　15日半・永井・坂内・中澤の1三君よりの通知によると霊の爲不能，小生の庵

は雲はあったが，Seei・gは良く（鞠7），12糎反射で・膿月面詳細殿％

はせっ」槻医した虞・Stevinusの火口内部は・Snelliusのそれに比して確かに

薄い乍らも赤銅色を帯びてみるのを確認（15日19時05分～19時15分）した．
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　そして，16日夜には最：早やStevinusはSnellius同様の色相に蛉ってみるの

を認めた．

　以上が樋上氏よりの報告で，これによると，Stevinus山の色相二化は，同山

の夜明け後，少時して槻測されたもので，上記「夜明け前に赤味を呈す」と云

ふ條件から推すと，今少し早く，巳1］ちStevinus山頂に太陽光が當り初めた頃

から観測すれば，より以上顯著な攣色が見られるかも知れないと摺、はれる．こ

の様な興味多い，しかも重要な観測が本邦アマチュア，しかも若い學徒に於て

爲された事は非常に楡快な事で，これを機に，月面観測が復活すれば，筆者と

してこれ以上の喜びはない．

　因みに，月面の，かなり精しV・圃は，’c天界”第161號と第162號とに掲げられ

てある．殊に，Stevinus山は，天界161號の第斗30頁にある“月の西南部”の，

まるいフチから11ミリばかりのPatavius山の近くで，（圓に名は現はれてるな

いが，）山の右上10ミリばかりの所の償火口がSncllius山，それから更に6ミリ

ばかり右上の所（Petavius山からは15ミリの所）にあるのがStevinusである．

このStevinus山からは，四方八方へ放射線も出てみる．

　月面課更生の第一歩に，かく輝かしい成果が學げられた事を慶ぶと共に，よ

り一層の活動を薪ってやまない．（15－2－7・の

★豫報課より．少々おそV・けれど，…次点に本！91（1940年）中の遊星の離隔一

覧圓を揚げる．之れは，ながい以前から“天文年鑑”に掲げたものであって，

初めての人には少々解りにくいかも知れないが，慣れて見れば，極めて重實な

ものである．圓の構造は，各遊星が；毎月毎日，太陽の右や左に幾らほど離れ

てみるかを現はすもので，太陽からの離隔は時間で表はし，左右に臼盛ってあ

る．又，月日は15ケ日毎にして，上下に目盛ってある．樹ほ，時刻の目盛りは，

太陽が毎日ほNh正午（12時）に南中することを考慮に置いて，上から下へ・岡を

クテに二等分する黒羽線を太陽とし，各々の遊星については，例へば

　　　　　太陽よりも2時問遅れて南中する揚合には，14時で陥れを示し

　　　　　u　　　5時間早く　南中する　tf　　　7時で之れを示す

やうにしてある．

　各遊星は一年中に移動して，太陽の左となったり，右になったりするから，

毎日の遊星の位置を表はす線は可なり複雑なカ1ヴを言いてるる．最も甚だし

く蛇行するのは水星で，年内に3回つつも宥の星と塗ったり・麗の星となった

りする．斐檎や會合や，極大離角や，其の他いろ々々の現象を本誌天象欄と引

き比べながら見ると，容易に了解できる．
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